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Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場

一般講演
研究・イノベーション政
策①

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント）①

一般講演
〈ホットイシュー〉
中小企業におけるイノ
ベーションと地域創生
①

一般講演
〈ホットイシュー〉
AI、ビッグデータ時代
の戦略

一般講演
国際（競争と協調）

一般講演
イノベーション・起業

座長　岡 村 麻 子 座長　小 沼 良 直 座長　西 原 一 嘉 座長　松 本 久仁子 座長　江 藤 　学 座長　遠 藤 　悟

ÄÅ¾» ¼Æ»¼
�/L�úĎĒĜăĕ
ěð)[P�ðm�í

Fð µ
Ü¥o��ĝÍËÑÒÉÏº
�²>Ğ

1B01
MIDI による 子

・ 子音 の産
業生態 形成と
─ 化の観 から
たイノベーション

に関する一考察─
○ 本　 ，妹尾堅
一郎， 久美，

，杉山
（産学連携推進機
構）

1D01
中小企業におけるイ
ノベーションと地域
創生
○西原一 （大阪
通大 ），大

一（阪 大
・元学長）

1F01
産業 換 の持

続的 業 実
その展開
○旭岡叡峻（社会イ
ンフラ研究セン
ター）

1G01
資源に関す

る国内 とその大
学における
構 に て
○ 昭， 島
，岡村 （国立
学研究所）

1H01
ニー 起

の 機 開 プロ
グラムの実践と課題
─京 大学 HiDEP
の取組み─
○山 太郎，内
，岡橋さやか，山

本 一， 西　
（京大）
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1B02
の をめ

る ービスとIDタグ
の活用可能性
○ 久美，妹尾堅
一郎，宮本 （産
学連携推進機構）

1D02
バイオマス資源

を利用した地域 生
可能エネルギー事業
の可能性
○ 国 （山

工業）

1F02
S ci t 5 0型社会へ
の に向けて─ブ
ロックチェーンと量
子コン ータの

から─
○ 橋　 （B-

nti 研究所）

1G02
資源の利用

とその
○ 島 ，岡村
， 昭（国立
学研究所）

1H02
NEDO事業に した
中小・ベンチャー企
業への の成 要
因に関する考察
○ 山正基，
（NEDO）
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1B0
イノベーション ブ
を実 する 的研究
機関の検討─研究基
盤 の 部共用に

ての事例研究─
○小 田敬， 藤
信（JAIST）

1D0
産学連携に取組 中
小企業の成長が地域
創成の
○ 村昭 （ ニッ
クス）

1F0
プロフェッショナル

ービスにおけるデ
ジタル・トランス
フォー ーションへ
の 資レベルの 定

の研究─ 理士
事務所を事例として
─
○佐 （立
大）

1G0
ブラジルの 産
業政策（In a -A t
イノバラ ト）
の み すそ 産業
展への政策の

効果分析
○ 敏幸（ 政
大）

1H0
研究開 型ベン
チャーの創出におけ
る大学研究成果の
性

○新村和久
（NISTEP）
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1B0
日本の大 エレクト
ロニクス企業におけ
る スマイル ーブ
とコスト構 実
分析
○ 田 之（京大／
ローム）

1D0
先端技術 界に

　（ 題 企業連
携が元 の源）
○ 吉雄（中
機 製 所）

1F0
I Tイノベーションデ
ザインに 要な
の
○内平直 （北陸先
端大）

1G0
研究開 フレー

ム ーク の
ー の協業

○相川直 （一橋
大）

1H0
国内大学 ベン
チャーの成長実態と
その要因に関する
的考察

○ （ 美
大）
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10月27日（土） 9:30〜10:30
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1B05
地産地消エネルギー
を活用した地域活性
化
○櫻井孝幸（ジー
テック），杉原　淳
（杉原科学技術研究
所）

1D05
地域創生から生まれ
た中小企業のタイ進
出
○森嶋　勲（理化工
業），宮崎剛直（八
尾市産業政策アドバ
イザー）

1F05
AI化が日本の産業界
と雇用に与える影響
の大きさと方向性
○奥和田久美（北陸
先端大）

1G05
グローバル・ニッチ
トップ企業における
持続的競争優位の要
因とその相互関係─
日本・ドイツ語圏企
業の比較分析─
○難波正憲，藤本武
士，福谷正信，牧田
正裕（立命館アジア
太平洋大）

1H05
日本の宇宙産業ベン
チャー・事業化の創
出態様と展望─S-
Matching事業の例を
通じて
○橋詰忠昭，柿沼
遼，吉岡　恒
（NEDO）
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1B06
産学連携が企業の研
究生産性に与える影
響の定量分析
○枝村一磨（日本生
産性本部）

1D06
プラスチック業界に
おける成形条件情報
の共通化及びシステ
ムオープン化への取
り組み
○平田園子（西日本
プラスチック製品工
業協会）

1F06
政策形成における
ビッグデータ利用の
拡大に関わる課題
○佐藤　靖（新潟
大），松尾	 敬子
（JST），有本	 建男
（政研大）

1G06
東アジアにおける国
家ブランドと国際観
光に関する一考察
○李　孝連（一橋
大）

1H06
共同研究講座・協働
研究所を基盤とした
SDGsに向けた産学連
携
○田中敏嗣，田中敏
宏，橋本道雄（阪
大）
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1B07
NEDOプロジェクトに
おける大学や他企業
との連携の効果
○隅藏康一（政研
大），菅井内音（政
研大／東工大）

1D07
我が国中小企業生き
残りのための情報シ
ステム
○森井義雄（アス
コット）

1F07
学術論文への国際特
許分類（IPC）付与に
よる産学連携の検
討・・・IPC分類と
JST分類の共用分析
○開本　亮（神戸
大），難波英嗣（広
島市立大）

1G07
バイオマスリファイ
ナリをより持続可能
な地球社会システム
とするために─バイ
オマスの人類共同資
源化の可能性に関す
る考察─
○山本長史（神奈川
県）

1H07
新次元産業のブレイ
クスルーの条件と展
開
○旭岡叡峻（社会イ
ンフラ研究セン
ター）
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1B08
プラットフォーム概
念の３分類─交差
型・交流型・交換型
─
○妹尾堅一郎（産学
連携推進機構）

1D08
大企業とベンチャー
企業の連携による
オープンイノベー
ション
○山﨑宏之（LLC山﨑
宏之事務所）

1F08
学術論文への国際特
許分類（IPC）付与に
よる産学連携の検
討・・・京大・阪
大・神大のIPC分類・
JST分類の共用分析結
果
○開本　亮（神戸
大），難波英嗣（広
島市立大）

1G08
オープンイノベー
ションの実践と展望
○桑原　裕（GVIN／
amsジャパン）

1H08
女性起業家輩出のプ
ログラムその２─宮
城学院女子大学2年目
の取り組み─
○渡部順一（宮城学
院女子大）
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10月27日（土） 10:30〜11:30
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1B0
CPS SDGs SSC─技
術・ ・文化の相
互関係による産業パ
ラ イム 換に関す
る 的一考察─
○妹尾堅一郎（産学
連携推進機構）

1D0
地方創生に向けた地
域中 企業創出にお
ける産学 連携の課
題と の展開に関
する考察
○岡本信 （文科

）

1F0
学術論文への国際特
許分類（IPC）付与に
よる産学連携の検
討・・・
の大学 のシ
レーショントライア
ル
○開本　亮（神戸
大），難波英嗣（広
島市立大）

1G0
研究・開 型新 品
のイノベーションシ
ステム─ロ ット
スーツ・ ップ ー
ドル情報分析の検討
─
○生田
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1B10
の実情を まえ

たトランスデ プリ
ナリー研究の方 論
構 の み
○ 本 （ST LA
Ja an／東大），大
元 （ST LA	 Ja an／

大），西村　
（ST LA	 Ja an／東
大），田中和 （政
研大）

1D10
討論

1F10
討論

¼¼Å¿À
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10月27日（土） 11:30〜12:00
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Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場

一般講演
〈ホットイシュー〉

に け 学技
術イノベーション

一般講演
〈ホットイシュー〉

ビデン に
学・研究 の経営・

ー ト
ーション

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント）

一般講演
〈ホットイシュー〉
中小企業におけるイノ
ベーションと地域創生

一般講演
・技術経営

一般講演
と

一般講演
〈ホットイシュー〉

D （
D  

）

一般講演
①

座長 長 （ 藤） 座長　西   座長　  場  座長　   一 座長　   一 座長　    座長　   座長　    

ÄÅ¾» 2A01
デジタル の

イノベーション
の ─イノ

ベーション・成長概
念 の実相と国際

○藤　 （東工
大），渡
（フ ンランド	 
ァス ラ大学）

2B01
エビデンスに基
北 道大学の
と マネジ ン

ト人 A
○ 端新 ，田中
，長谷川康 （北

大）

2C01
イノベーション創成
の研究開 マネジ
ント
○櫻井敬 （日本
大）

2D01
エネルギーの分 化
（イノベーション）
を通じた地方創生
○ 田政 （エイ

ット）

2F01
先 品 ー ー
のジェネリック ー

ー向けの 的ラ
イセンスが たらす
社会的 的インパ
クトの分析
○ 森八 子（阪
大）

2H01
アジアにおける日本
企業のSDGs ─新

の 事 から
─
○佐久 （元	 科学
技術と の会）

ÄÅ¾»

ÄÅ¿À 2A02
デジタル の

イノベーション
の ─イノ

ベーション・成長概
念 の構 析と

○渡 （フ ン
ランド	 ァス
ラ大学），藤　
（東工大）

2B02
大学研究 立 の
ための研究 活用
の
○ 谷 佐子（
大），小 　 （
科学研究機構）

2C02
企業・産業と技術

○ 太郎（東工
大），久 一（中
大）

2D02
In st i 	 0	 に

に えるか ─中
小・中堅企業 の
立 から─
○谷 （関西産
業活性協 会）

2F02
新的 技術の
実用化に向けた

シー ・ 定・
・ 出システム

の構
○ 部 ，森

子， 子，
中村 生（京大

院）

2G02
科学技術と社会に関
する 論 に関す
る分析
○
（NISTEP）

2H02
STI	 	 SDGsへの取
組と成果展開─日本
の み・ と
理研 のチャレン
ジ
○ 藤 （理研）

2I02
働 向分類に関す

る研究
○ 和 ， 康
之（ 岡大），杉本
（事業創 大学院

大）

ÄÅ¿À

¼»Å»» 2A0
研究開 に関する
新たな 的 に

て
○ 井　裕， 田英
之， 原　
（NISTEP）

2B0
日本と の研究大
学のリ ーチアド
ニストレーターに関
する研究
○ ， ング
吉原 子（ 政
大）， 田 平太
（関西学院大）

2C0
t chn g
manag m nt	 cas
st 	 sin ss
m
c mm cia i ati n
○Ga a 	 Ti as，
Ta a 	 F i a a
（T hashi	 ni

	 T chn g ），
P 	 S ng
（TITECH）

2D0
機 部品の 工 内

検 の開
をリードする地域

企業のイノベーショ
ン
○中村　 ，岡田
郎（産 研）， 崎

史（シグマ）

2F0
が 品21
の創 に関するオー
プンイノベーション
の一考察
○内 　 （が 研
究会／京大）， 部

，山 太郎（京
大）

2G0
論文に 目した

日本の 利セ
クターによる研究活
の実態

○ 　 （JST），佐
藤　 一（京産
大），相田 （お
の 女子大），松

尾 美（関東 大）

2H0
大阪大学産学連携
によるHit 協働研

究所SDG の取り組み
○中 久，田中敏
嗣（阪大）， 藤
一（阪大 機 協
会技術研究所）

2I0
子 化と女性の
─女性エンジニ

ア活性10 年に
て
○ 岡正 （テクノ

研究所）

¼»Å»»
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10月2 日（日） 9:30〜10:1
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Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場

¼»Å¼À ¼»Å¼À

A 企 ッション
グ ー ・ ッ トッ

企業における競争
日本と イ

（ ー ト ）企業の

会　藤 本  

¼»Å¾» 2A05
科学技術 におけ
る 開 の み

10年 の の
に 目した考察

○ 神正 ，神田
美子（NISTEP）

2B05
大学組 におけ
るエビデンス活用の
一例と課題
○ 優太郎
（NISTEP）， 山
（ 本大）

2C05
A icati n	 	 a
O ti ns	 t
H a thca
T chn g 	 Sta t
○M 	 N -A -Aha ，
Ta a 	 F i a a
（T hashi	 ni

	 T chn g ）

2D05
地域の中小企業の新
事業創出 におけ
る産学 連携の効果
的活用に関する考察
○ 谷和 （ 川
大）

2F05
品の生産技

術における機会
○ 川 敏（東京理
科大）

2G05
的小地域

（ ・大 ）データ
とその小地域に特定
された 有
所からなる地域イノ
ベーション実 研究
用のデータベース
○エン ル・アラン
（テ ・テ ・クロ
スロー ）

2H05
グローバル課題SDGs
に した政策ス
コープと
○ 一， 　福
実（ 学大）

2I05
リ ジョ 幸福社
会へ リ ジョ活
進に向けた かな

テラス （かながわ
男女共同 セン
ター）のチャレンジ
─その政策的 義と

の課題─
○山本長史（神奈川
県 かなテラス ）

¼»Å¾»

¼»Å¿À 2A06
科学技術 2018か
ら た日本 産
出構 に 目した考
察
○神田 美子， 神
正 ，村 昭義，松
本久 子（NISTEP）

2B06
日本における分 を
えた研究活 の

定要因─国立の研究
大学所 研究 への

の結果か
ら─
○福井文 （ 女
子大）， 　 之
（政研大），新 有
子（一橋大）

2C06
技術ニー 開 によ
る 技術 型
オープンイノベー
ションの有効性─
M TT 	 OSA Aオープ

ンイノベーション
フォーラム のアン
ート から─

○ 取　 （立命館
大）

2D06
システムを活用

した中小 製 業の
アジア ─ デジ
タル の中国展
開 事例からの

出─
○福井 （一橋
大）

2F06
特許 と 事 の関
連性を考 した技術
マネジ ントの課題
○ 藤　 （日大）

2G06
日本企業における
本業分 の研究開
活 が たらす影響
○ ， 宏
之（NISTEP）

2H06
題をテクノロ

ジー するため
のビジネスエコシス
テム
○ 本　 ，杉本
（ 大）

2I06
創 性工学 用し
た 分 女性活
の 分析

○吉井洋子，杉田
（ 技術協

会）

¼»Å¿À

¼¼Å»» 2A07
EBPMに向けた研究ア
トプット に
ての考察 科学論

文 と特許 の
バイアスと 界を
えるために
○ 宏之
（NISTEP）

2B07
学際研究の概念・
定の 検討による
大学の学際 の分析
○ 　 之（政研
大），福井　文
（ 女子大）

2C07
M A実 企業の資源マ
ネジ ント
○ 﨑 （実践女
子大）， 田
（ 大）

2D07
地域創生に お

子工 に した
学
○ 元信（山

福太郎）

2F07
進の観 から

の進 性の と特
許 の に関す
る研究
○佐 め み， 藤

一郎（ 工大）

2G07
インフラに 用され
る情報機 の品 に
関する研究
○ 松 （ 市
立大），藤　
（東工大）

2H07
持続可能な 展とテ
クノ ート アニ
ム
○ （ 工
研）

2I07
女性活 推進の取り
組み・ と課題─
技術 の から
○ （IHI）

¼¼Å»»

¼¼Å¼À ¼¼Å¼À

10月2 日（日）10:1 〜11:1

2I0
研究開 部 の
れからのリー ー
を考える
○杉田　 （J SE分
科会 ）

2A0
中長 研究開 プロ
ジェクトにおけるア
ト ムに関する考

察─NEDO
データに基 分析
─
○一 之，
基， 山正基，宮嶋

平， 　
（NEDO）

2B0
大学を特 ける研
究分 とその 化─
科研 分 ラン
ング─
○ 山 平，
（ 大）

2C0
O ti n-Gam s	 an
Ba sian	 MCMC
Ana s s	 n
B sin ss
D m nt
In stm nt	 in	 Ec -
s st m	 	 N
En g 	 In st 	 in
M anma
○N in	 N in	 A ，
Ta a 	 F i a a
（T hashi	 ni

	 T chn g ）

2D0
による起業とイ

ノベーション─ ー
ザーとの関係を と
して─
○品田 （ 市

所）

2F0
中堅製 企業の

域 とグローバ
ルス シャリテ ー
ファーマ化の方策
○小山 ，
太郎（東工大），

（ベイン・ア
ンド・ ンパニー）

2G0
NEDOテーマ 型事
業の事業 データ
ベースの構 と事業

の 関係に
て

○ 大
（NEDO）， 平
（日 研）

2H0
SDG を実 するイノ
ベーション・デザイ
ン
○
（NEDO）， 一
（ 学大）

スト講
小さなオーストリア

から 界へ─Th
n 	 m

A st ia	 t 	 g a
t 	 sha ─
○ギャビン・ コー
ル（トロテック・
レーザー・ジャパン

会社 取
）

パネリスト
○ギャビン・ コー
ル（同 ）
○難波正憲（立命館
アジア太平洋大学

）
○福谷正信（立命館
アジア太平洋大学

）
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¼¼Å¼À 2A08
政データの活用と

課題─EBPMの推進に
向けて─
○小 （文科
）， 原裕

（NISTEP）

2B08
研究 比 と論

文の 的 に 目
した研究 の分析
フレーム Sc sを
用 	 た 的分析の

み
○松本久 子， 神
正 （NISTEP）

2C08
科学技術政策におけ
る国家 政・
からの 論

○ 家 敏（ 山
大）

2D08
圏・山 ・

地域における新産業
クラスター政策を

例にしながら
圏と地方を結 地

域創生新産業クラス
ター政策立 を検討
する
○ 井　武（ 政
大）， 成（21

構 研究会）

企 セッション続き 2F08
研究データの 的性

とデータリ ジト
リにおける 理
概念の
○ （ 波
大）

2G08
ファイナンシャルア
プローチによるプロ
ジェクトマネジ ン
ト
○ 谷 （

大）

2H08
持続可能な開 ー
ルへの 要 に関す
る国際比較
○ 　裕子（山
大）

2I08
連携と人 成

取り組みにおける考
察　３
○ 　 （東京理
科大／東 大／日大
／日工大／日本

大）

¼¼Å¼À

¼¼Å¾» 2A0
テーマ 性の

的な研究人
に関する一考察

─ 士人
データの検討を と
に─
○ 光之 ， 川通
久（NISTEP）

2B0
能工型 研究

人 成コン ー
シアムの活 から
えてきた 能と業
の相関
○ 藤正実（
大）

2C0
バイオベンチャーの
デスバレーに する
リアルオプション
○藤原孝男（ 橋技
科大）

2D0
（ま ）の産学連

携による事業展開
○新藤 ，山田
一郎，小関	 音（大
阪市立大）

2F0
国立大学関連特許の
出 人の に基

マネジ ントの差

○ 光 （NISTEP
大），中山

， 宏之
（NISTEP）

2G0
信用 付と 形資産
○山 （ニッセ
イアセットマネジ
ント）

2H0
討論

2I0
中 ・
連携による人 成
取り組み　
○ 　 （東京理
科大／東 大／日大
／日工大／日本

大）， 美
（東 ）

¼¼Å¾»

¼¼Å¿À ¼¼Å¿À

ン ョン ッション
学技術 本

に け 研究・イノ
ベーション学会の
に

¼½Å»» 2B11
討論

2C11
ービス業における
創 拡 デル

の検討
○妹尾　大（東工
大）， 一郎
（立命館アジア太平
洋大）

2D11
討論

¼½Å»»

¼½Å¼À ¼½Å¼À

¼½ÅÀÀ ¼½ÅÀÀ

起人
　 之（G IPS）

一（NISTEP）
宏之（NISTEP）

・ ・活 内
・科学技術基本
の概要・ス ジ ー
ルな
・その他

2A10
共 ネット ークの
中 性の 推 を

とした研究 の

○藤田正 （東工
大）， 戸 太，井
ノ 	 人（東京 機
大）， 雄（産
研）

2B10
ーバーを活用した

の事例からみ
るライドシェアリン
グの有効性と 界
○中村吉 （
大）

2C10
企業家による 的
ド ナント・ロジッ
クの構 と組
○ 信 （長岡技
科大）

2D10
ノイ・ イフォン

地域の工業 地と日
本・ベトナム中小製

企業比較
○櫻井敬 （日本

大）

2F10
日本企業のアジア
国 への特許出

	 （その２）
○正井 子（中国

）

2I10
ーク・ライフ・

バランス 社会の実
に向けた人 成

の
○ 美（東
）

10月2 日（日）11:1 〜12:
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一般講演
技術経営（ ・ビジ
ネ デ ・ 業 ）

一般講演
技術経営（戦略・R&D
マネジメント）

一般講演
学 ・地域

一般講演
学と 会

デュー 研究
会企 ッション

の
る デュー ーシッ

一般講演
研究・イノベーション政
策

一般講演
〈ホットイシュー〉

イノベーション
の

一般講演 企 ッション
10  

座長　藤 　  座長　  場  座長　    座長　    会　久  子 座長　  　  座長　    一 座長　  藤　 会　    

¼¾Å»» 2A15
研究機 リ ース

市 からみ
る大学における研究
基盤活用の可能性
○佐 太， 藤
子，田島さとみ，
橋光人，戸
， 端新 （北

大）

2B15
光学機 企業のイノ
ベーションの 事
例
○ 一（S Nコン
ルテ ング）

2C15
組 的利 相 の
による大学 ベン

チャーへの関与に関
する課題 理
○ 藤　 （東京
工大）， 谷 子
（東大）

2D15
日本の科学コ ニ

ーション人 をめ
る政策的課題─科

学技術政策と
政策との比較から

○ 靖子（東工
大）

2F15
生可能エネルギー

のイノベーション政
策とエビデンス
○杉山 広，武藤
淳（東大）

2G15
持続可能な社会への

／ 換に資する
シリアス ームのデ
ザイン
○太田和 （ 地
球 学研究所）

2H15
に 日本型

リー ーシップ
シャープを 活さ
た 社長の事例から
の
○中田 （立命館
アジア太平洋大）

¼¾Å»»

¼¾Å¼À 2A16
アドビシステム の
ビジネス デルの
から学 ─プラッ

トフォーム論の観
から た一考察─
○宮本 ，妹尾堅
一郎， 久美（産
学連携推進機構）

2B16
Bt B企業のデジタ
ル・トランスフォー
ーションに関する

実態 ・研究
○ 原英一（立
大），中島成 （ア
ジア太平洋マー
テ ング研）

2C16
産学 の研究 や有

が考える組 的
な連携を の
題 と 大

を用 た
考察
○村 昭義， 神正
（NISTEP）

2D16
生 学 学会におけ
る る研究・
イノベーション 関
連 の内 分析
○ （成城
大）

2F16
生 働科学研究に

おける ICT化に関
連する研究の 向分
析
○ 藤 子， 谷

宏（国立
科学院）

2G16
な関係 による

共創の に関す
る研究
○西尾 （ 士通
研）

2H16
所定 働 と

の関係
○宮崎 史，大内
（ 学大）

¼¾Å¼À

¼¾Å¾» 2A17
レン ー 会社の

ール事業─
ビジネスの

形成とビジネス デ
ルに関する一考察─
○中井裕 ，妹尾堅
一郎， 久美（産
学連携推進機構）

2B17
スマートフォンにお
ける製品アー テク
チャの 化　グーグ
ルの ジ ール化ス
マ した
のか
○中田 （立命館
アジア太平洋大）

2C17
日本の産 学連携に
関する 考─大学の
立 位 に ての

─
○桑島 一郎（京
大）

2D17
我が国としての れ
からのAI 用研究の

り方（平和国家
びに 交と 観
から）
○ 田 之（ 工
研）

2F17
科学と人文・社

会科学との連携を実
化するために─

を のよ にすす
めるのか─
○ 田 子，有本建
男，原田裕 （JST）

2G17
シチ ン イエンス
の進展による共創型
研究と 型イノ
ベーション
○ 　和
（NISTEP）， 美
和， 本研一（JST）

2H17
国立大学研究 の
源─パー ナル

ネット ーク 要
か
○村 子（
大）

¼¾Å¾»

¼¾Å¿À 2A18
森 のシームレ
ス プセル事業─

ビジネスの
形成とビジネス

デルに関する一考
察─
○ 史，妹尾堅
一郎， 久美（産
学連携推進機構）

2B18
日本企業に 的イ
ノベーション 可能
か
○ 靖憲（
大）， 田 （東
北大）， 直
（東京工科大），西
岡　 （東大）

2C18
組 的共同研究にお
ける出 ─A プ
ロジェクトの事例─
○ 女 子（京
大）

2D18
10 科学技術

に る 家の
理 の検討

○小 （ 大）

2F18
日本のイノベーショ
ン政策とスター・
イエンテ スト
○長 （ 藤）裕美
（ 大），佐

郎（政研大），福
太（ 大），牧
（ 大）

2G18
共創的イノベーショ
ンを 的に学 た
めの研 プログラム
の開 と
○田原敬一郎（
工研）， 藤　
（JST），吉 　剛
（オスロ 市大）

2H18
A に向か の

か─大学における
的 と 座

からの検討─
○ 藤 子（ 大）

¼¾Å¿À

¼¿Å»» ¼¿Å»»

10月2 日（日） 13:00〜1 :00

基 講
○ 　 昭（神奈川
県 部市
村課長）

パネリスト
○ 藤 子（NPO 人
かながわ 11ネット

ーク 理事）
○太田 美（ 会
社 ル リ Dプロ
デ ー ー）
○ 松 （ 会
社STO La
F t ネット ーク
コーデ ネーター／
元一 社 人企業

フ ーチャーセン
ター 理事）
○ 　 （ 共
創基盤ア シエイト
マネージャー）

デレータ
○ 大 （プロ
デ ース研究分科会

／NPO 人 ESDA
）

基 講
工学の ３波 女性
エンジニアの活 が
─ ンリー・ イ

ア─に学
○長井　 （ ・

研究機構）

J SE
J SE
○ 井 一郎（元機
学会会長／ 川島
磨 工業 務）

J SE女性エンジニア

○ （IHI

講
かなテラスのチャレ
ンジ
○山本長史（かなテ
ラス）
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¼¿Å»» 2A1
松谷化学工業 会
社の 事業─

産 から た産
学連携に関する一考
察─
○ ，妹尾堅
一郎， 久美（産
学連携推進機構），
関本奈 子（NEC）

2B1
M Aによる ジ
ションと資源 ート
フォリオの同
○ 田 （
大）， 﨑 （実
践女子大）

2C1
オープンイノベー
ションを推進する産
学連携活 に関する
研究
○西尾 （日工大
／ 士通 研）

2D1
のSTEM

STEM ャリア に
て

○山本 史， 田
郎（ 工研）

企 セッション続き 2F1
のファンデ ン

グ機関における 分
学際研究

○長谷川 之（JST）

2G1
的科学技術のた

めのリアルタイム・
テクノロジーアセス
ントの み

○ （成城
大），吉 大 （
大）， 村　 （成
城大），吉 　剛
（オスロ 市大），
田中 人（ 大）

2H1
業の事例による

が 雇用創出のし
みに て

○ 一，
，小 （ 工

大）

¼¿Å»»

¼¿Å¼À 2A20
パーク２ の
事業・ ビリテ 事
業・タイム イ事
業─プラットフォー
ム論・CPS論からの一
考察─
○森川 生，妹尾堅
一郎， 久美（産
学連携推進機構），
関本奈 子（NEC）

2B20
日本企業における
オープン イノベー
ション 11年 の
続 より（1） 方
論的検討

○ 岡　 （ 大）

2C20
大型の共同研究にお
けるバリ ーチェー
ンの検討─大学から
企業にわたるバ
リ ーチェーンの

に て─
○ 島 宏（阪大）

2D20
科学技術をベースと
した 社会展望の

み
○ 尾 子， 幸
子， 生
（NISTEP）

2F20
国の研究開 エコ

システム 考 他国
にお て政策形成の

考とするための

○ 藤　 （日本学
術 会）

2G20
日 産学協 による

と地域市 が
する 社会

デル開 ─成 社会
の国際共通課題
のイノベーション推
進の みとして─
○ 藤 一（日本福
大／JST）， 山
， み，川

嶋 太（JST）

2H20
科学技術イノベー
ション政策の科学
に関するシラバス分
析
○岡村 子（政研
大）， 　信
（JST），小 　
（NISTEP），西村
（ 大）

¼¿Å¼À

¼¿Å¾» 2A21
クックパッド 会
社の 理レシ イ
ト事業─プラット
フォームビジネスの
進展に関する一考察
─
○杉山 ，妹尾堅
一郎， 久美（産
学連携推進機構），
関本奈 子（NEC）

2B21
日本企業における
オープン イノベー
ション 11年 の
続 より（2）
とその検定

○ 岡　 （ 大）

2C21
E におけるSTIの
および パート
ナーシップ（PPP	 an
P2P）に関する取組の
一考察
○ （ 工
研）

2D21
用 の 事

例と定義の分類によ
る構 化の課題 出
○ （
大）

2F21
国 に す

る 政 の 定
要因分析─リーマン
ショックを
を として─
○ 川展之（ 工
研／NISTEP）， 田

（大正大），渡
部 （ 県立
大），山本　 （

女子大／東大），
島　一 （東北大）

2G21
共用品による
が する さ
のイノベーショ

ン─ 共用品研究
所 による実践と理
論の 進の取組み─
○ 藤 一（共用品
推進機構／日本福
大），松森 ル ，
川 之（共用品推

進機構）

2H21
科学技術イノベー
ション政策の科学
のコアコンテンツ
成に向けた国内
研究プログラム

○ 　信 （JST），
岡村 子（政研
大），原田裕
（JST）

¼¿Å¾»

¼¿Å¿À 2A22
長 県の製 企業
社のビジネス デル
を比較する─地域企
業の に関す
る一考察─
○小 太一，妹尾堅
一郎， 久美，中
井裕 （産学連携推
進機構）

2B22
科学 による

イノベーション
─ファインバブルの
事例─
○ 藤　学（一橋
大），吉岡 小 ）
（東大）

2C22
地域における産学連
携の課題
○小沼 直（ 工
研）， 谷　
（フ ールド・フ
ロー），大 佐
久（OSTi），田原敬
一郎， （
工研）， 美

（OSTi）

2D22
国人の に

向けた に
おける音 の社
会実 の取組み
○ 西　 （

）， 川　 （
市 所）

2F22
中国の科学技術 イ
レベル人 ─

人 から
人 へ─

○ 　 ，新田英
之（JST）

2G22
しま ア デ アの
展開 共創を プロ
グラムの開 に向け
て
○ 藤 （JST），
田原敬一郎（ 工
研）， （島
大），吉 　剛

（オスロ 市大）

2H22
国人大学院生を
とする英語による

技術 特論 業に
関する検討
○山 和（ 工
大）

¼¿Å¿À

¼ÀÅ»» ¼ÀÅ»»

企 セッション続き

○ （東大）
○吉 枝（J SE）
○小 信一（広島
大）
○ 憲子（JPEC）
○ 井 之
○吉井洋子（
技術協会）
○武田康嗣（本学会

）
○杉田　 （EAJ）
○ 　 （EAJ）
○ 幸 （日本
量 協会）
○ 雄 元 の
）

○ 岡正 （テクノ
研究所）

○渡 （ブリ
ストン）

スター出展
・藤原 （NISTEP
・ 　 （同 社
大）
・藤本 史（同 社
大）

10月2 日（日） 1 :00〜1 :00



― i―

Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｅ会場 Ｆ会場 Ｇ会場 Ｈ会場 Ｉ会場

¼ÀÅ»» 2A2
一 ファルコス
会社のプロテオグリ

ン事業─ 産 か
ら た産 学連携に
関する一考察─
○小 太一，妹尾堅
一郎， 久美，
（産学連携推進機
構）， 洋和（
の ）

2B2
取 会の 様性と
研究開 活 との関
係に関する一考察
○日比 ， 藤
，大内 （ 学

大）

2C2
産学連携による新し

事業イノベー
ション
○ 田孝 ， 橋
，山本直美（

化デザイン講座）

企 セッション続き 2F2
2018年中国政

とファンデ ン
グシステム
○新田英之， 　

（JST）

2G2
社会課題 と地方
創生を る事業

anningの実践事例
○ 部 （ABE エ
イ・ビー・イー 創
研）

2H2
のイノベーショ

ンに関する一考察
（ ） 士人 の
成
○小

企 セッション続き ¼ÀÅ»»

¼ÀÅ¼À 2A2
品関連産業にお

けるB	 t 	 B と
性との関係性分析
○ 橋　裕， 西
（阪大），
（ 政大）

2B2
能 と フト

ェア 資
○山 　 （一橋
大）

2C2
院・ 学部 ャン

パス内 産学連
携の効果
○ 建 （ 産
／ 大）

2F2
進化する大阪 スの
オープンイノベー
ション活
○ 裕 （大阪
ス）

2G2
マルチステーク ル
ー による交

通・ 市のイノベー
ション
○ （sch m

g ）

¼ÀÅ¼À

¼ÀÅ¾» 2A25
康 品・ プリ

ント市 への新・創
生に向けた一考察
○ 田孝 （ 化
デザイン講座）

2B25
国企業の日本 の
の活用	 s 	 日本

企業の の
の活用
○ 藤正幸（東京
機大）

2C25
学的アプ

ローチによる
定に関わる ・

ニ ムの

○西川洋 （県立広
島大）， 　
（山 大）， 和
（ 大）

2F25
リスク 機マネジ
ントの方 論を
て日本の科学技術

題を考える
○宮 正 （東京
市大／松 大）

2G25
討論

¼ÀÅ¾»

¼ÀÅ¿À 2A26
（フェイク

ート）・
（クリーン ート）
市 への 可能性
に関する
○ 美 （日本

研）

2B26
日本企業の 界の
を活用した 創

出
○ 藤正幸（東京
機大）

2F26
のア デ ア創

に関わるデ ール
の 向
○ 美
（NISTEP）， 西
昭， （日本

研究開 機
構）， 井　 （阪
大／ 基盤・
康・ 研）

¼ÀÅ¿À

¼ÁÅ»» ¼ÁÅ»»

10月2 日（日） 1 :00〜1 :00
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